























2018 年 5 月17日：「未来を花束にして」上映会（サ
ラ・ガブロン監督作品）
　　協力：志摩園子所員






2018 年 7 月17日 /7 月19日 /7 月20日：『女性文化
研究叢書　第11集』執筆者最終報告会
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 著作権（著作財産権 , copyright）または著作権の一部（複製権・公衆送信権）を昭和女子大学女性文化研究所に譲渡すること
を条件とする。
＜執筆要項＞
1．執筆の形式
（1） 縦書き、横書きいずれでもよい。
（2） 和文横書きの場合は、パーソナルコンピュータを用い、A4 判用紙に40字36行（1440字）で設定し、印字できるよう
にする。電子媒体（CD-ROMまたはメール添付ファイル等）で提出する。
（3） 和文縦書きの場合は、パーソナルコンピュータを用い、A4 判用紙に66字22行（1452字）で設定し、印字できるよう
にする。電子媒体（CD-ROMまたはメール添付ファイル等）で提出する。
（4） 英文その他欧文原稿は、パーソナルコンピュータを用い、A4 判用紙に半角72文字、34行で印字できるようにする。
電子媒体（CD-ROMまたはメール添付ファイル等）で提出する。
2．要旨等
（1） 日本語論文（総説、報文を含む）の場合は、英語表題､ 英語要旨（150語程度）をつける。また、英語要旨用の和文
（200字程度）をつける（審査用）。この場合、英語要旨の和文は印刷されない。研究ノート、資料、書評、その他の場
合は、英語表題を付す。
（2） 英語論文の場合は、200字程度の日本語要旨をつける。英語以外の言語を使用する場合は、英語表題と、英語要旨
（150語程度）の他、英語要旨の和文（200字程度）をつける。この場合、英語要旨の和文は印刷される。
（3） 英語要旨は、各自ネイティブ・チェックを受けてから提出する。
3．本文
（1） 大見出し、中見出し、小見出し、等の形式は、投稿者の自由とする。
（2） 原則として当用漢字、新かなづかいとするが、専門領域によってはこの限りではない。
（3） 英文書名・雑誌名は、イタリックに統一する。
（4） 文中、元号と西暦を混合して用いない。原則としてどちらか一方、あるいは両記する。
（5） 文中、欧文人名・年号等括弧書きにする場合、括弧（　）は全角で、英数文字は半角で記述する。
4．図および表
（1） 図および表は本文とは別のファイルで作成し提出する。写真（700万画素以上）を使用する場合は、CD-ROMで提出する。
（2） 原図は刷り上がりの縦横の寸法をcmで記入し挿入箇所を白抜きして指定するか、本文の指定位置に図表を挿入した
原稿をレイアウトの参考資料として提出する。図表の枚数・大きさは、全原稿の制限スペース内に納めることとする。
なお、特別印刷（カラー等）を希望する場合の経費は投稿者が負担する。
（3） 写真・図版等の著作権処理は、執筆者が行った上で原稿に添付する。
5．注、脚注、引用文献の記入
 記入の仕方は、投稿者の所属学会で慣用とされている形式を踏襲してかまわないが、本紀要は多領域の人々が読むことを
考慮して学会特有の略号等は避け、引用文献には、下記のことが含まれていることを原則とする。
（1） 雑誌論文の場合：著者名、論文名、雑誌名、巻、号、ページ、発行年
（2） 著書（編著）の場合：著者名（編著者名）、書名、出版社名、発行年
（3） 分担執筆の場合：論文著者名、論文名、編者名、書名、出版社名、発行年（引用箇所のページは、必要に応じてつけ
る）ただしその順序、「　」、『　』、（　）、等の使用は各自の学会の慣例に準じて自由とする。
 （2013.6改訂）
